
「
中
世
建
築
の
最
高
傑

作
」
と
も
呼
ば
れ
る
ウ

ォ
リ
ッ
ク
城
が
あ
る
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
史

劇
『
ヘ
ン
リ
ー
六
世
』

に
登
場
す
る
ウ
ォ
リ
ッ

ク
伯
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ネ

ヴ
ィ
ル
（
一
四
二
八
〜

七
一
）
の
居
城
で
あ
る
。

華
麗
な
家
具
調
度
や
名

画
で
飾
ら
れ
た
室
内
、

恐
ろ
し
い
牢
獄
や
拷
問

室
、
そ
し
て
見
事
な
六

〇
エ
ー
カ
ー
の
庭
は
一

見
の
価
値
が
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
の

マ
ダ
ム
・
タ
ッ
ソ
ウ
の
蝋
人
形
館

を
思
わ
せ
る
蝋
人
形
の
展
示
も
あ

っ
て
、
キ
ン
グ
・
メ
イ
カ
ー
（
国

王
製
造
人
）
の
異
名
を
と
っ
た
ネ

ヴ
ィ
ル
も
、
も
ち
ろ
ん
人
形
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
城
の
な
か
で

最
も
高
い
ガ
イ
ズ
・
タ
ワ
ー
に
登

れ
ば
、
エ
イ
ヴ
ォ
ン
川
が
流
れ
る

町
並
み
が
三
六
〇
度
の
パ
ノ
ラ
マ

で
展
望
で
き
、
思
わ
ず
息
を
呑
む

こ
と
ま
ち
が
い
な
い
。
チ
ュ
ー
ダ

ー
朝
の
雰
囲
気
が
満
喫
で
き
る
お

勧
め
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

チ
ュ
ー
ダ
ー
朝
の
雰
囲
気
を
満

喫
で
き
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
城

に
は
、『
マ
ク
ベ
ス
』
の
舞
台
で
あ
る

コ
ー
ダ
ー
城
も
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
ハ
イ
ラ
ン
ド
に
あ
り
、
ネ
ス

湖
へ
の
観
光
基
地
イ
ン
ヴ
ァ
ネ
ス

に
近
い
。
実
は
、
こ
の
城
の
原
型
が

建
て
ら
れ
た
の
は
、
歴
史
上
の
マ
ク

ベ
ス
（
在
位
一
〇
四
〇
年
〜
一
〇
五

七
年
）
よ
り
後
の
時
代
の
一
四
世
紀

の
こ
と
な
の
で
、
実
際
は
マ
ク
ベ

ス
の
居
城
で
は
な
い
の
だ
が
、
そ
れ

で
も
中
世
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
雰

囲
気
は
充
分
に
味
わ
え
る
。
ハ
イ
ラ

ン
ド
一
優
美
な
城
と
も
言
わ
れ
、ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ま
で
足
を
の
ば
す

際
に
は
、是
非
訪
れ
て
み
た
い
魅
力

あ
る
城
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に

ち
な
む
城
と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
の

西
約
三
〇
キ
ロ
、
テ
ム
ズ
川
沿
い

の
丘
に
そ
び
え
る
王
室
の
居
城
ウ

ィ
ン
ザ
ー
城
が
あ
る
。
喜
劇
『
ウ

ィ
ン
ザ
ー
の
陽
気
な
女
房
た
ち
』

は
、
こ
の
城
下
町
が
舞
台
と
な
る
。

一
九
世
紀
に
ジ
ョ
ー
ジ
四
世
に
よ

っ
て
現
在
の
宮
殿
風
に
改
築
さ
れ

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
明
治

四
○
年
代
の
教
科
書
を
手
に
入
れ

た
。「
中
学
国
語
読
本
」「
中
学
文
法

教
科
書
」「
師
範
学
校
国
文
教
科
書
」

等
、
全
一
五
冊
で
落
札
価
格
は
五

九
○
○
円
也
▼
戦
前
の
教
科
書
と

い
う
と
、
と
か
く
話
題
に
な
る
の

は
国
定
教
科
書
時
代
の
「
小
学
国

語
読
本
」、
そ
れ
も
一
年
生
の
そ
れ

で
あ
る
。
が
し
か
し
、「
ハ
ト
　
マ

メ
　
マ
ス
」「
サ
イ
タ
　
サ
イ
タ

サ
ク
ラ
ガ
サ
イ
タ
」
な
ん
ち
ゅ
う

も
の
を
知
っ
て
た
と
こ
ろ
で
、
は

て
豆
知
識
以
上
の
何
の
役
に
立
つ

だ
ろ
う
。
そ
こ
へ
い
く
と
、
輝
け

る
未
来
の
エ
リ
ー
ト
養
成
の
た
め

に
編
纂
さ
れ
た
中
学
バ
ー
ジ
ョ
ン

は
、
さ
す
が
に
内
容
が
濃
い
▼

「
中
学
国
語
読
本
」（
上
田
万
年
編

纂
・
大
日
本
図
書
・
明
治
四
○
年
）

の
巻
九
、
巻
頭
は
「
我
国
民
性
」

で
あ
る
。「
我
日
本
国
は
建
国
以
来

武
の
国
で
あ
る
。
我
日
本
民
族
は

先
祖
以
来
尚
武
の
民
族
で
あ
る
」

と
ぶ
ち
あ
げ
て
、
北
条
時
宗
の
蒙

古
撃
退
や
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
（
原

文
は
朝
鮮
征
伐
）
等
を
讃
え
た
後

に
続
け
て
曰
く
。「
こ
れ
に
反
し
て
、

国
勢
の
衰
頽
し
た
時
、
も
し
く
は

衰
頽
し
よ
う
と
し
た
時
は
、
世
が

文
弱
に
陥
い
つ
て
武
の
衰
へ
た
時

で
あ
る
。
宗
教
や
美
術
に
心
を
奪

は
れ
て
し
ま
つ
た
奈
良
朝
の
終
り
、

徒
に
唐
朝
の
文
物
制
度
に
眩
惑
し
、

山
川
の
美
と
詩
歌
、
管
弦
の
楽
し

み
と
に
あ
こ
が
れ
た
平
安
朝
の
末

期
、
或
は
東
山
時
代
の
以
降
の
足

利
氏
、
文
化
文
政
以
後
の
徳
川
な

ど
、
皆
こ
の
例
に
漏
れ
ぬ
の
で
あ

る
」（
原
文
は
も
ち
ろ
ん
旧
字
）
▼

文
武
両
道
を
誇
る
の
か
と
思
い
き

や
、
武
の
み
称
揚
、
文
は
完
全
否

定
で
あ
る
。
い
か
に
富
国
強
兵
時

代
と
は
い
え
「
日
本
の
伝
統
文
化
」

が
こ
こ
ま
で
軟
弱
者
扱
い
だ
っ
た

と
は
、
い
や
知
ら
な
ん
だ
。
バ
ー

ミ
ヤ
ン
の
石
仏
を
破
壊
し
た
連
中

と
大
差
な
い
や
ん
か
。
古
書
店
で

は
な
く
古
道
具
屋
が
出
品
し
て
い

た
逸
品
（
な
の
か
な
）。
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
と
い
っ
て
も
競
争
相
手
は
一

人
も
い
な
か
っ
た
。

（
洗
）

愛

　

書

　

狂

イ
ギ
リ
ス
に
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
ゆ
か
り
の
場
所
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
生
誕

地
ス
ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
ド
・
ア
ポ

ン
・
エ
イ
ヴ
ォ
ン
は
観
光
地
と
し

て
有
名
だ
が
、
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
を
お
教
え
す
る
こ
と

に
し
よ
う
。
そ
れ
は
、
ス
ト
ラ
ト

フ
ォ
ー
ド
・
ア
ポ
ン
・
エ
イ
ヴ
ォ

ン
を
網
の
目
の
よ
う
に
め
ぐ
る
通

り
の
ほ
と
ん
ど
が
、
実
は
、
エ
リ

ザ
ベ
ス
朝
時
代
か
ら
名
前
も
そ
の

ま
ま
に
現
在
に
伝
わ
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
。
町
に
点
在
す

る
一
六
世
紀
の
古
い
木
造
の
建
物

を
眺
め
な
が
ら
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
が
歩
い
た
は
ず
の
道
を
ゆ
っ
く

り
踏
み
し
め
て
み
る
の
も
一
興
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
の
生
家
か
ら
歩
き
始
め
て
、

ホ
ー
ル
ズ
・
ク
ロ
フ
ト
（
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
の
義
理
の
息
子
ジ
ョ

ン
・
ホ
ー
ル
の
家
）
を
目
指
し
て

歩
け
ば
、
そ
の
道
の
半
ば
あ
た
り

に
、
一
五
九
六
年
の
火
事
の
後
に

再
建
さ
れ
た
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ハ
ウ

ス
と
呼
ば
れ
る
チ
ュ
ー
ダ
ー
朝
の

家
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

は
、
な
ん
と
、
ア
メ
リ
カ
に
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
（
一
六
三
六
〜
）
を

創
設
し
た
牧
師
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
バ

ー
ド
の
母
親
の
家
な
の
だ
。
つ
ま

り
、
こ
の
町
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
だ
け
を
生
み
出
し
た
の
で
は
な

く
、
真
に
文
化
の
発
祥
の
地
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
は
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
劇
団
の
本
拠
地
で
も
あ

る
か
ら
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
芝

居
も
で
き
る
だ
け
観
た
い
。
そ
し

て
、
芝
居
も
観
光
も
一
段
落
し
た

ら
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
劇
場
の
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
・
ツ

ア
ー
に
参
加
し
て
、
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
劇
の
裏
側
を
の
ぞ
い
て
み
よ

う
。
そ
れ
か
ら
、
ス
ワ
ン
劇
場
の

二
階
に
あ
る
、
衣
裳
な
ど
の
公
演

資
料
の
展
示
も
、
芝
居
好
き
に
は

た
ま
ら
な
い
宝
の
山
だ
。
単
な
る

観
光
の
レ
ベ
ル
を
越
え
て
、
こ
う

し
て
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
世
界
に

触
れ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
町
か
ら
北
へ
一
四

キ
ロ
、
バ
ス
で
二
〇
〜
三
〇
分
の

と
こ
ろ
ま
で
行
く
と
、「
イ
ギ
リ
ス

一
気
品
あ
る
中
世
の
城
」
と
も

た
も
の
の
、
九
百
年
以
上
の
歴
史

を
も
つ
こ
の
城
は
、
イ
ギ
リ
ス
屈

指
の
華
麗
な
城
で
あ
る
。
こ
の
城

の
見
ど
こ
ろ
は
、
豪
華
な
ス
テ
ー

ト
・
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ツ
、
有
名
な

メ
ア
リ
ー
王
妃
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の

人
形
の
家
、
聖
ジ
ョ
ー
ジ
礼
拝
堂

な
ど
で
あ
り
、
城
正
門
前
の
広
場

で
は
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
と
同
様

に
近
衛
兵
隊
の
華
麗
な
衛
兵
交
替

式
が
行
わ
れ
る
。
ロ
ン
ド
ン
か
ら

バ
ス
・
ツ
ア
ー
が
出
て
お
り
、
ロ

ン
ド
ン
観
光
の
つ
い
で
に
是
非
訪

れ
て
み
た
い
場
所
だ
。

ウ
ォ
リ
ッ
ク
城
、
コ
ー
ダ
ー
城
、

ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
と
き
て
、
も
う
ひ

と
つ
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
ゆ
か
り
の

城
と
い
え
ば
、
ご
存
知
、
ロ
ン
ド
ン

塔
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
観
光
の
目

玉
の
ひ
と
つ
の
よ
う
な
旧
跡
だ
が
、

そ
の
歴
史
的
な
意
味
は
あ
ら
か
じ

め
勉
強
し
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
。

こ
の
城
は
、
も
と
も
と
は
王
の
居
城

だ
っ
た
の
だ
が
、
や
が
て
国
事
犯

の
牢
獄
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
史
劇
『
リ
チ

ャ
ー
ド
二
世
』
に
お
い
て
、
時
の
王

様
リ
チ
ャ
ー
ド
二
世
が
王
位
を
追

わ
れ
て
幽
閉
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た

の
も
ロ
ン
ド
ン
塔
で
あ
る
し
、
権

謀
術
数
に
長
け
た
リ
チ
ャ
ー
ド
三

世
が
、
時
の
王
様
ヘ
ン
リ
ー
六
世

（『
ヘ
ン
リ
ー
六
世
』
第
三
部
）
を
始

め
と
し
て
、
王
位
に
近
い
兄
ク
ラ
レ

ン
ス
公
、
甥
の
幼
い
王
エ
ド
ワ
ー

ド
五
世
、
そ
し
て
ヨ
ー
ク
公
兄
弟

を
次
々
に
送
り
込
ん
で
暗
殺
し
た

（『
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
』）
の
も
、
ロ
ン

ド
ン
塔
だ
。
映
画
『
エ
リ
ザ
ベ
ス
』

で
も
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
ト
レ
ー
タ
ー

ズ
・
ゲ
ー
ト
（
反
逆
者
の
門
）
と
呼
ば

れ
る
テ
ム
ズ
川
に
面
し
た
入
口
へ

小
舟
で
運
ば
れ
る
様
子
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
の
門
を
く
ぐ
っ
た
囚

人
は
二
度
と
生
き
て
戻
っ
て
こ
ら

れ
な
い
と
恐
れ
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
処
刑
さ
れ
た
有
名

な
人
物
に
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

が
複
数
の
劇
作
家
と
共
作
し
た
戯

曲
『
サ
ー
・
ト
マ
ス
・
モ
ア
』
の
主
人

公
ト
マ
ス
・
モ
ア
（
一
五
三
五
年
処

刑
）、
ジ
ョ
ン
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
と
の

共
作
史
劇
『
ヘ
ン
リ
ー
八
世
』
に
登

場
す
る
王
妃
ア
ン
・
ブ
リ
ン
（
一
五

三
六
年
処
刑
）
な
ど
が
い
る
。
現
在

は
博
物
館
と
し
て
公
開
さ
れ
、
ビ
ー

フ
・
イ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
護
衛
兵

（
実
は
古
フ
ラ
ン
ス
語
の
「
王
室
配

膳
室
警
護
官
」buffetier

が
語
源
）
が

チ
ュ
ー
ダ
ー
朝
様
式
の
服
装
を
し

て
立
っ
て
お
り
、
い
か
め
し
い
限
り

な
の
だ
が
、
案
外
気
さ
く
に
記
念

撮
影
に
応
じ
て
く
れ
る
。

ほ
か
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
旅

行
で
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

も
ち
ろ
ん
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

劇
場
、
グ
ロ
ー
ブ
座
だ
。
テ
ム
ズ

川
南
岸
の
サ
ザ
ッ
ク
地
区
に
当
時

の
劇
場
を
復
元
し
た
も
の
で
あ
り
、

完
成
し
て
ま
だ
五
年
と
い
う
新
し

い
劇
場
で
あ
る
。
展
示
館
や
売
店

も
つ
い
て
お
り
、
毎
夏
、
観
光
客

で
に
ぎ
わ
う
観
光
の
メ
ッ
カ
と
な

っ
て
い
る
。

サ
ザ
ッ
ク
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
が
活
躍
し
た
地
城
で
あ
る
わ
け

だ
が
、
グ
ロ
ー
ブ
座
か
ら
少
し
東

に
位
置
す
る
サ
ザ
ッ
ク
大
聖
堂
に

は
、
実
弟
エ
ド
マ
ン
ド
・
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る

（
な
お
、
ス
ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
ド
・
ア

ポ
ン
・
エ
イ
ヴ
ォ
ン
の
み
な
ら
ず
、

こ
の
サ
ザ
ッ
ク
大
聖
堂
と
ウ
ェ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
に
も
、
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
の
彫
像
が
飾
ら
れ
て

い
る
の
で
、
訪
れ
て
み
る
と
よ
い

だ
ろ
う
）。

最
後
に
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は

載
っ
て
い
な
い
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

探
訪
の
意
外
な
穴
場
を
お
教
え
し

て
お
こ
う
。
地
下
鉄
ブ
ラ
ッ
ク
フ

ラ
イ
ヤ
ー
ズ
か
ら
テ
ム
ズ
川
沿
い

に
西
に
歩
く
と
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
の
時
代
に
『
十
二
夜
』
が
上
演

さ
れ
た
ミ
ド
ル
・
テ
ン
プ
ル
法
学

院
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
北
上
す
れ

ば
、『
間
違
い
の
喜
劇
』
が
上
演
さ

れ
た
グ
レ
イ
法
学
院
（
グ
レ
イ

ズ
・
イ
ン
）
が
あ
る
。
昔
の
グ
ロ

ー
ブ
座
は
消
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、

こ
れ
ら
の
建
物
で
は
当
時
の
上
演

の
現
場
を
ま
だ
現
在
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
。
観
光
客
が
め
っ

た
に
来
な
い
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま

で
足
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
旅
行
も
完
璧
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

（
筆
者
＝
東
京
大
学
助
教
授
）

エッセイ

河合祥一郎
Shoichiro Kawai

コ
ー
ダ
ー
城



さ
せ
る
な
ど
、
ま
さ
に

「
祖
国
フ
ラ
ン
ス
の
危
機
」

を
救
っ
た
少
女
だ
っ
た
。

し
か
し
少
女
は
イ
ギ
リ

ス
の
手
に
捕
ら
え
ら
れ
、

ル
ー
ア
ン
に
連
行
さ
れ
て

教
会
裁
判
に
か
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

時
に
六
十
名
を
超
す
聖
職
者
・
神
学
者
を
前

に
、
数
か
月
に
わ
た
る
激
し
い
糾
弾
を
受
け
、

つ
い
に
「
汝
の
自
称
す
る
神
の
声
と
は
悪
魔
の

さ
さ
や
き
だ
」
と
い
う
激
し
い
宣
告
の
結
果
、

「
イ
エ
ズ
ス
様
」
と
い
う
叫
び
を
残
し
て
少
女

は
火
刑
台
上
で
十
九
歳
の
短
い
生
涯
を
終
え
た

の
で
あ
る
。

そ
の
生
涯
は
、
筋
書
き
だ
け
で
も
人
々
の
心

を
ひ
き
つ
け
て
止
ま
な
い
が
、
裁
判
の
過
程
で

危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
少
女
が
、
自
ら
の
生
涯
と

そ
の
信
念
を
素
朴
に
答
え
つ
づ
け
た
情
況
を
つ

ぶ
さ
に
伝
え
る
さ
ま
は
、
ま
さ
に
隠
れ
た
歴
史

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
も
い
え
る
も
の
で
あ

る
。読

者
か
ら
の
強
い
要
望
に
こ
た
え
た
、
十
数

年
ぶ
り
の
復
刊
。

（
四
六
判
　
四
〇
四
頁
　
本
体
三
六
〇
〇
円
）

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
愛
と
美
の
女
神
で
あ
る

が
、
た
と
え
ば
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
山
」
と

い
え
ば
「
恥
丘
」
を
さ
す
よ
う
に
、「
ヴ

ィ
ー
ナ
ス
を
開
く
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
、

き
わ
め
て
直
截
な
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
喚

起
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
と
は
い
え
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
本

書
の
狙
い
を
端
的
に
い
い
表
し
て
い
る
。

女
性
の
身
体
の
ま
さ
に
内
奥
を
開
く
こ

と
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
を
ど
こ
へ
導
く
の

か
？
　
そ
こ
で
、
文
字
通
り
、
開
示
さ
れ

て
く
る
も
の
は
な
に
か
？

著
者
に
と
っ
て
、「
開
く
」
と
は
少
な
く

と
も
二
重
の
意
味
を
帯
び
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
エ
ロ
ス
の
豊
饒
さ
に
向
け
た
開
放

と
、
タ
ナ
ト
ス
の
残
酷
さ
に
よ
る
裂
開
で

あ
る
。
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
リ
の
ヌ
ー
ド
に

前
者
を
認
め
る
こ
と
は
常
識
的
な
解
釈
と

し
て
、
後
者
は
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
に
見

出
さ
れ
る
と
い
う
の
か
。

《
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
誕
生
》
の
う
ち
に
死

と
残
酷
さ
の
領
界
を
見
出
す
に
あ
た
っ

て
、
著
者
が
注
目
す
る
の
は
、
典
拠
と
な

る
ポ
リ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い

て
、
女
神
の
誕
生
に
先
行
す
る
血
塗
れ
の

去
勢
の
場
面
で
あ
り
、
ま
た
、
肉
体
的
欲

望
の
徹
底
的
な
排
除
を
訴
え
る
サ
ヴ
ォ
ナ

ロ
ー
ラ
の
説
教
だ
。

さ
ら
に
、
《
ナ
ス
タ
ー
ジ
ョ
物
語
》
の

板
絵
連
作
の
分
析
は
、
裸
体
と
死
を
結
び

つ
け
た
十
八
世
紀
の
サ
ド
、
二
十
世
紀
の

バ
タ
イ
ユ
へ
と
接
合
さ
れ
て
、
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
解
剖
模
型
に
ま
で
至
り
、
良
識
を

逆
な
で
す
る
が
ご
と
く
、
読
者
を
打
ち
の

め
す
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
著
者
の
試
み
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス

か
ら
現
代
へ
と
連
な
る
表
象
の
歴
史
を
記

述
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
、

フ
ロ
イ
ト
、
サ
ド
、
バ
タ
イ
ユ
を
通
じ
て
、

ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
リ
を
解
釈
す
る
こ
と
に

あ
る
と
い
え
る
。

本
書
で
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ
る
二
〇

〇
〇
年
度
ウ
ル
ビ
グ
賞
を
受
賞
し
た
、
気

鋭
に
よ
る
新
た
な
美
術
史
の
到
達
点
。

（
宮
下
志
朗
・
森
元
庸
介
訳
　
四
六
判

一
九
四
頁
　
口
絵
カ
ラ
ー
八
頁
　
本
体
二

八
〇
〇
円
）

19
巻
は
、「
今

月
の
一
枚
」(
一

九
七
五
〜
一
九

八
一
年)

「
音
楽

展
望
」「
音
楽
会

批
評
」（
一
九
七

九
〜
一
九
八
一

年
）
の
三
部
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

量
的
に
も
本
巻
の
中
心
を
占
め
る
「
音

楽
展
望
」
は
、
著
者
が
三
十
年
来
『
朝
日

新
聞
』
に
い
ま
も
寄
稿
し
て
い
る
「
エ
ッ

セ
イ
」
で
、
そ
れ
を
年
代
順
（
一
九
七
五

〜
一
九
八
一
年
）
に
配
列
し
て
あ
る
。
音

楽
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
西
洋
の
近
代
音

楽
と
そ
れ
を
受
容
す
る
日
本
の
音
楽
的
状

況
が
主
に
綴
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か

絵
画
、
建
築
、
芝
居
、
さ
ら
に
は
社
会
と

政
治
に
か
か
わ
る
話
へ
と
対
象
は
ひ
ろ
が

っ
て
い
く
。
話
題
は
変
化
に
富
み
、
抜
群

の
名
文
で
あ
ら
ゆ
る
話
題
を
あ
つ
か
い
、

自
己
の
嗜
好
や
立
場
を
鮮
明
に
し
て
い

く
。
そ
の
意
味
で
は
兼
好
の
『
徒
然
草
』

や
宣
長
の
『
玉
勝
間
』
を
彷
彿
さ
せ
る
見

事
な
随
筆
と
い
え
よ
う
。
本
巻
の
解
説

者
・
加
藤
周
一
氏
は
「
音
楽
展
望
」
を

「
近
代
日
本
文
学
史
上
の
特
筆
す
べ
き
随

筆
の
傑
作
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
音
楽
展
望
」
に
は
、

そ
れ
ら
の
伝
統
的
な
随
筆
に
は
み
ら
れ
な

い
も
う
ひ
と
つ
の
魅
力
が
あ
る
。
断
片
的

に
み
え
る
話
題
の
背
景
に
一
種
の
構
造
が

隠
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
多
重
同
心
円
的

な
構
造
と
で
も
い
え
よ
う
か
。
中
心
に
音

楽
の
領
域
が
、
そ
の
円
を
包
み
こ
ん
で
芸

術
一
般
の
領
域
が
、
さ
ら
に
そ
れ
を
包
ん

で
文
化
の
領
域
が
、そ
し
て
最
後
の
円
が
、

文
化
の
領
域
を
包
み
こ
む
政
治
的
・
経
済

的
・
心
理
的
・
生
物
学
的
な
社
会
の
全
体

で
あ
る
。「
音
楽
展
望
」
が
扱
う
話
題
は

ど
れ
を
と
っ
て
も
、
ひ
と
つ
の
円
の
な
か

だ
け
で
話
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
な

い
。
あ
る
と
き
は
中
核
的
な
第
一
の
円
か

ら
発
し
て
よ
り
大
き
な
外
円
へ
と
、
ま
た

あ
る
と
き
は
外
周
よ
り
中
心
へ
と
、
記
述

は
つ
ぎ
つ
ぎ
に
展
開
し
て
い
く
。
そ
の
往

き
来
す
る
運
動
を
追
う
こ
と
が
、
吉
田
批

評
を
楽
し
む
こ
と
で
あ
り
、
読
後
爽
快
、

「
音
楽
展
望
」
の
魅
力
に
な
っ
て
い
る
。

（
加
藤
周
一
解
説
　
四
六
判
　
六
二
四
頁

本
体
四
五
〇
〇
円
）

「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
開
く
◎
裸
体
、
夢
、
残
酷
」

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
デ
ィ
デ
ィ
＝
ユ
ベ
ル
マ
ン
﹇
著
﹈

「
み
ち
く
さ
の
フ
ラ
ン
ス
語
つ
ば
め
が
一
羽
で
プ
ラ
ン
タ
ン
？
」

飛
幡
祐
規
﹇
著
﹈

「（
…
…
）
こ
う
し
た
緊
急
事
態
に
発
揮

さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ユ
ー
モ
ア
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
人
の
資
質
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て

い
る
と
思
う
。
も
っ
と
も
、
盛
り
上
が
り

は
当
然
、
ス
フ
レ
の
よ
う
に
す
ぐ
ぺ
し
ゃ

ん
こ
に
な
る
の
が
常
で
あ
る
。
だ
か
ら
ま

た
、「
つ
ば
め
が
一
羽
で
プ
ラ
ン
タ
ン
？
」

と
言
い
つ
つ
世
界
を
見
つ
め
よ
う
。
そ
れ

で
も
、
大
気
汚
染
や
鳥
打
ち
ハ
ン
タ
ー
に

負
け
ず
に
飛
び
つ
づ
け
る
つ
ば
め
が
い
る

か
ぎ
り
、
新
た
な
好
奇
心
と
元
気
が
わ
い

て
く
る
」（「
あ
と
が
き
に
か
え
て
」よ
り
）。

ち
か
ご
ろ
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
逆
境
に

も
め
げ
ず
「
リ
バ
イ
バ
ル
の
知
恵
」
を
あ

み
だ
し
て
ゆ
く
！
　
つ
ら
い
冬
を
乗
り
越

え
、「
プ
ラ
ン
タ
ン
」
の
訪
れ
を
恋
い
焦

が
れ
る
よ
う
に
―
―
。

著
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
『
ふ
だ
ん
着

の
パ
リ
案
内
』
や
『「
と
っ
て
も
ジ
ュ
テ
ー

ム
」
に
ご
用
心
』
と
い
う
本
を
通
じ
て
、

現
代
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
事
情
を
親
し
み
や

す
い
語
り
口
で
紹
介
し
て
い
る
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
で
す
が
、
本
書
で
も
、
フ
ラ
ン
ス

人
の
日
常
語
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
エ
ス
プ

リ
が
き
い
た
言
い
回
し
に
、
彼
ら
一
流
の

「
暮
ら
し
ぶ
り
や
論
理
思
考
」
を
さ
ぐ
っ

て
ゆ
き
ま
す
。
寄
り
道
が
楽
し
い
、
愉
快

な
日
仏
比
較
文
化
論
エ
ッ
セ
イ
で
す
。
フ

ィ
リ
ッ
プ
・
ト
ル
シ
エ
監
督
や
カ
ル
ロ

ス
・
ゴ
ー
ン
社
長
を
め
ぐ
る
話
か
ら
、『
ア

音楽批評の精粋
「吉田秀和全集⑲音楽の時間Ⅰ」

吉田秀和［著］

美
術
史
の
新
た
な
到
達
点

愉
快
な
日
仏
比
較
文
化
論
エ
ッ
セ
イ

本
書
は
「
オ
ル

レ
ア
ン
の
乙
女
」

と
し
て
わ
が
国
で

も
親
し
ま
れ
て
き

た
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ

ル
ク
が
、
そ
の

華
々
し
く
も
短
い

生
涯
の
最
後
に
教

会
裁
判
に
か
け
ら

れ
、
異
端
の
判
決

を
受
け
て
破
門
、
火
刑
に
処
せ
ら
れ
る
ま
で
の

審
理
の
全
過
程
を
記
し
た
、
特
異
な
史
料
で
あ

る
。よ

く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
英
仏
の
覇
権

争
い
の
渦
中
に
あ
っ
た
オ
ル
レ
ア
ン
の
町
に

「
神
の
お
告
げ
を
聞
い
て
」
出
現
し
た
彼
女
は
、

町
を
イ
ギ
リ
ス
の
包
囲
か
ら
解
放
し
た
ば
か
り

で
な
く
、
ラ
ン
ス
の
町
に
王
太
子
を
伴
い
、
イ

ギ
リ
ス
国
王
に
先
ん
じ
て
戴
冠
の
儀
式
を
挙
行

オルレアンの乙女を巡る特異な史料
「ジャンヌ・ダルク処刑裁判（新装版）」
高山一彦［編訳］

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
が
処
刑
裁
判
に
よ
っ
て

破
門
・
火
刑
に
処
せ
ら
れ
て
か
ら
二
十
五
年
、

関
係
各
地
に
巡
回
し
て
開
か
れ
た
法
廷
に
延
べ

百
十
名
を
超
す
証
人
を
呼
び
出
し
、
い
わ
ゆ
る

「
復
権
裁
判
」
が
開
か
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
国
王
は
ま
だ
全
土
を
掌
握
し
て
い

な
か
っ
た
と
は
い
え
、
イ
ギ
リ
ス
の
手
に
よ
っ

て
下
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ヌ
の
「
処
刑
裁
判
」
に
た

い
し
て
、
そ
の
過
誤
を
指
摘
し
、
再
調
査
を
要

請
し
て
い
た
。

そ
し
て
そ
の
裁
判
の
結
果
、
異
端
者
と
し
て

少
女
を
破
門
に
付
し
た
前
判
決
が
破
棄
さ
れ
、

ジ
ャ
ン
ヌ
の
名
誉
は
回
復
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
研
究
の
碩
学

と
し
て
著
名
な
レ
ジ
ー
ヌ
・
ペ
ル
ヌ
ー
が
、
数

多
く
の
資
料
を
駆
使
し
て
編
纂
し
た
、
も
う
ひ

と
つ
の
裁
判
記
録
で
あ
る
。

処
刑
裁
判
の
記
録
が
、
半
年
近
く
に
お
よ
ぶ

法
廷
で
の
ジ
ャ
ン
ヌ
へ
の
尋
問
と
答
弁
を
詳
細

に
記
録
し
て
、
主
人
公
の
主
張
と
人
柄
を
伝
え

て
い
る
の
に
た
い
し
、
本
書
は
幼
い
時
期
の
少

女
の
生
活
ぶ
り
か
ら
、
火
刑
台
上
の
最
後
の
態

度
に
い
た
る
ま
で
を
語
る
さ
ま
ざ
ま
な
証
人
の

証
言
を
と
お
し
て
、
少
女
の
生
き
た
生
涯
を
偲

ば
せ
て
く
れ
て
い
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
こ
の
復
権
裁
判
の
記
録

は
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
赤
裸
々
な
人
間
像

を
明
ら
か
に
す
る
、
か
け
が
え
の
な
い
史
料
と

い
え
る
。

村
人
た
ち
、
神
父
、
役
人
な
ど
、
直
接
少
女

と
あ
る
時
期
を
と
も
に
し
た
人
々
の
証
言
の

数
々
に
よ
っ
て
、
復
権
裁
判
の
過
程
の
み
な
ら

ず
、
読
者
を
十
五
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
生
活
へ

と
誘
う
。

（
高
山
一
彦
訳
　
四
六
判
　
三
七
〇
頁
　
本
体

三
五
〇
〇
円
）

数
多
く
の
証
言
か
ら
浮
か
ぶ
赤
裸
々
な
姿

「
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
復
権
裁
判
」

レ
ジ
ー
ヌ
・
ペ
ル
ヌ
ー﹇
編
著
﹈

メ
リ
』
を
は
じ
め
フ
ラ
ン
ス
映
画
の
話
題

や
、
フ
ラ
ン
ス
や
Ｅ
Ｕ
の
政
治
経
済
の
問

題
ま
で
、
は
ば
広
く
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

100%
O
RANG

E

が
手
が
け
た
装
画
も
洒

脱
こ
の
う
え
な
い
一
冊
で
す
。

ち
な
み
に
、
書
名
に
あ
る
「
つ
ば
め
が

一
羽
で
プ
ラ
ン
タ
ン
？
」
と
は
、「
つ
ば

め
が
一
羽
い
る
か
ら
と
い
っ
て
春
が
来
た

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。」（U

ne
hirondelle

ne
faitpas

le
printem

ps.：

物
事
の
一
部
や

一
例
だ
け
を
見
て
全
体
を
推
し
量
っ
て
は

な
ら
な
い
）
と
い
う
意
味
の
フ
ラ
ン
ス
の

諺
か
ら
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
四
六
判
　
二
二
〇
頁
　
本
体
一
八
〇
〇

円
　
７
月
下
旬
発
売
）
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古
墳
は
古
代
人
の
死
生
観
・
他

界
観
を
も
と
に
造
ら
れ
た
。
墳

形
・
遺
物
・
絵
画
な
ど
「
か
た

ち
」
に
表
れ
た
「
こ
こ
ろ
」
を

探
究
し
、
古
代
精
神
の
核
心
に

迫
る
画
期
的
力
作
！

10社共同企画
【四六判宣言】『考える愉しみ』―文庫では読めない本たち―

四六判／284頁
■本体2800円

四六判／289頁
■本体1700円

四六判／126頁
■本体1400円

四六判／239頁
■本体1900円

四六判／236頁
■本体1900円

俳
優
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か
ら
教

師
、
営
業
マ
ン
ま
で
「
人
前
で

話
す
」
す
べ
て
の
人
に
！
　
ど

れ
か
一
つ
で
も
身
に
つ
け
れ

ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

次
元
が
変
わ
り
ま
す
。

発
声
と
身
体
の
レ
ッ
ス
ン

魅
力
的
な「
こ
え
」と「
か
ら
だ
」を
作
る
た
め
に
　
　

鴻
上
尚
史

赤
と
黒
を
め
ぐ
っ
て
色
々
の
物

語
が
あ
り
色
々
の
ナ
ゾ
が
あ

る
。
色
々
の
冗
談
が
あ
り
色
々

の
思
い
出
話
と
無
駄
話
が
集
ま

っ
た
。
痛
快
イ
ラ
ス
ト
＆
エ
ッ

セ
イ
、
赤
と
黒
の
２
色
刷
。

赤
と
黒

南

伸
坊

男
を
惑
わ
せ
、
じ
ら
し
、
振
り

回
し
た
あ
げ
く
に
破
滅
に
追
い

や
る
美
し
い
悪
女
―
―
サ
ロ
メ

や
カ
ル
メ
ン
な
ど
小
説
と
オ
ペ

ラ
に
現
わ
れ
る
「
宿
命
の
女
」

の
本
性
を
徹
底
分
析
。

無
邪
気
と
悪
魔
は
紙
一
重

青
柳
い
づ
み
こ

父
の
栄
光
ゆ
え
に
、
大
木
の
影

に
な
っ
た
子
の
悲
惨
が
あ
る
。

チ
ャ
ー
チ
ル
家
や
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
家
な
ど
12
例
を
あ
げ
、
歴

史
の
皮
肉
を
探
る
哀
愁
の
反

「
偉
人
伝
」。

不
肖
の
息
子

森
下
賢
一

歴
史
に
名
を
馳
せ
た

父
た
ち
の
困
惑

古
墳
の
思
想
象
徴
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー

辰
巳
和
弘

紀
伊
國
屋
書
店
・
春
秋
社
・
晶
文
社
・
人
文
書
院
・
青
土
社
・
創
元
社
・
白
水

社
・
平
凡
社
・
み
す
ず
書
房
・
吉
川
弘
文
館
の
1 0
社
に
よ
る
共
同
企
画
【
四
六

判
宣
言
】
第
三
弾
の
テ
ー
マ
は
『
考
え
る
愉
し
み
』。
白
水
社
で
は
左
記
の
５

点
を
出
品
し
ま
す
。
各
社
の
出
品
書
目
お
よ
び
フ
ェ
ア
開
催
書
店
に
つ
い
て
は

白
水
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.hakusuisha.co.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
三
弾



カ
フ
カ
の
小
説
に
つ
い
て
、
た
え
ず
囁

か
れ
て
き
た
。
は
た
し
て
そ
れ
は
、
カ
フ

カ
が
書
い
た
と
お
り
な
の
か
。
誰
か
が
あ

と
か
ら
、
そ
っ
と
手
を
入
れ
た
の
で
は
な

い
か
…
…
。

カ
フ
カ
は
死
に
際
し
て
、
友
人
マ
ッ
ク

ス
・
ブ
ロ
ー
ト
に
自
分
の
草
稿
、
メ
モ
、

書
簡
類
の
い
っ
さ
い
を
焼
却
す
る
よ
う
言

い
残
し
た
。
し
か
し
ブ
ロ
ー
ト
は
友
人
の

遺
言
を
守
ら
な
か
っ
た
。
今
日
カ
フ
カ
の

作
品
を
読
む
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
こ
の
時
の
彼
の

〈
誠
実
な
裏
切
り
〉
の
お
か

げ
で
あ
り
、
ブ
ロ
ー
ト
に

は
い
く
ら
感
謝
し
て
も
し

す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。

彼
は
そ
の
後
、
ナ
チ
の

ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
、
第
二
次

大
戦
と
戦
後
の
混
乱
の
中

を
カ
フ
カ
の
遺
稿
を
守
り

つ
づ
け
、
全
集
の
出
版
に

ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
。

し
か
し
ブ
ロ
ー
ト
は
、
は
た
し
て
、
友

人
が
書
い
た
と
お
り
本
に
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
自
ら
も
作
家
で
あ
り
、
熱
心
な
シ
オ

ニ
ス
ト
で
、
独
自
の
カ
フ
カ
観
を
も
つ
彼

は
、
遺
稿
を
整
理
し
刊
行
す
る
際
に
の
ち

の
ち
ま
で
問
題
と
な
る
操
作
を
行
な
っ

た
。
未
完
の
章
の
排
除
、
章
立
て
の
配
列

の
変
更
、
訂
正
個
所
の
採
否
に
も
及
ん
だ

と
い
う
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
こ
う
し
た

問
題
点
を
含
ま
ぬ
カ
フ
カ
の
手
稿
そ
の
ま

ま
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
校
訂
版
全
集
の
出

版
が
待
た
れ
て
い
た
次
第
で
あ
る
。

ブ
ロ
ー
ト
の
死
（
１
９
６
８
年
）
と
と

も
に
、
カ
フ
カ
の
ノ
ー
ト
が
「
解
禁
」
に

な
っ
た
。
こ
の
と
き
を
待
つ
よ
う
に
、
カ

フ
カ
全
集
の
版
元
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー
書
店
に
新
し
い
全
集
の
た
め
の

研
究
者
の
チ
ー
ム
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
し

て
20
年
あ
ま
り
に
わ
た
り
精
力
的
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、
そ
の
な
か
か
ら
ゆ
っ
く
り

と
、も
う
ひ
と
つ
の
カ
フ
カ
が
誕
生
し
た
。

白
水
社
『
カ
フ
カ
小
説
全
集
』
は
こ
の
新

し
い
校
訂
版
全
集
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

カ
フ
カ
自
身
が
書
い
た
ま
ま
の
姿
に
限

り
な
く
近
い
画
期
的
な
全
集
を
池
内
紀
に

よ
る
清
新
な
個
人
訳
で
贈
る
。

①
失
踪
者

従
来
「
ア
メ
リ
カ
」
と
い
う
表
題

で
知
ら
れ
て
き
た
作
品
。本
全
集
の

タ
イ
ト
ル
「
失
踪
者
」
は
カ
フ
カ
自

身
の
命
名
に
よ
る
も
の
。

本
体
二
八
〇
〇
円

②
審
判

銀
行
員
ヨ
ー
ゼ
フ
・
Ｋ
は
、
あ
る

日
突
然
逮
捕
さ
れ
る
…
…
。
不
条

理
に
み
ち
た
現
代
社
会
を
活
写
し

た
世
紀
の
傑
作
。

本
体
二
八
〇
〇
円

③
城

『
失
踪
者
』『
審
判
』
に
つ
づ
く
長

編
三
部
作
の
掉
尾
を
飾
る
作
品
。

カ
フ
カ
畢
生
の
大
作
。

本
体
二
九
〇
〇
円

④
変
身
ほ
か

あ
る
朝
目
覚
め
る
と
ザ
ム
ザ
は

一
匹
の
虫
に
変
身
し
て
い
た
。
カ

フ
カ
の
代
表
作
。

本
体
二
八
〇
〇
円

⑤
万
里
の
長
城
ほ
か

カ
フ
カ
が
残
し
た
ノ
ー
ト
の
前

半
部
分
を
収
録
。
彼
の
手
稿
を
出

来
る
限
り
忠
実
に
再
現
し
て
あ
る

の
で
、
作
品
の
成
立
過
程
が
見
て

と
れ
る
。

本
体
三
四
〇
〇
円

「
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ド
レ
ス
ラ
ー
の
夢
」

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ミ
ル
ハ
ウ
ザ
ー
﹇
作
﹈

柴
田
元
幸
﹇
訳
﹈

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ミ
ル
ハ
ウ
ザ
ー
は
、

時
代
に
先
駆
け
て
、
あ
る
い
は
時
代
に
逆

行
し
て
み
ず
か
ら
の
夢
を
追
い
求
め
る
人

間
の
内
な
る
栄
光
と
孤
独
を
精
緻
な
文
章

で
描
き
続
け
る
ア
メ
リ
カ
作
家
で
あ
る
。

彼
の
そ
ん
な
作
風
の
頂
点
を
極
め
た
と
も

い
え
る
こ
の
長
編
小
説
は
一
九
九
六
年
度

の
ピ
ュ
リ
ツ
ァ
ー
賞
を
受
賞
し
た
。

舞
台
は
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初

め
に
か
け
て
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
い
ま
だ

鉄
道
馬
車
が
走
っ
て
は
い
る
が
、
高
層
ビ

ル
が
姿
を
現
わ
し
は
じ
め
、
ガ
ス
燈
が
白

熱
燈
に
、
蒸
気
式
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
電
動

に
替
わ
っ
て
い
く
時
代
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

イ
に
ほ
ど
近
い
ド
レ
ス
ラ
ー
葉
巻
煙
草
商

店
の
息
子
マ
ー
テ
ィ
ン
は
、
父
の
店
を
手

伝
い
な
が
ら
徐
々
に
商
才
を
あ
ら
わ
し
て

い
た
が
、
そ
の
才
能
の
飛
躍
は
彼
が
近
く

の
ホ
テ
ル
、
ヴ
ァ
ン
ダ
リ
ン
の
ベ
ル
ボ
ー

イ
に
雇
わ
れ
た
と
き
に
訪
れ
た
。
生
来
の

勤
勉
と
客
の
要
望
を
素
早
く
察
知
す
る
目

を
持
っ
た
マ
ー
テ
ィ
ン
は
や
が
て
フ
ロ
ン

ト
係
に
昇
進
し
、
さ
ら
に
は
支
配
人
秘
書

の
重
責
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
だ
が

彼
の
内
か
ら
は
、
さ
ら
な
る
活
力
、
何
か

を
成
し
遂
げ
た
い
と
い
う
欲
求
が
湧
き
起

こ
る
。

二
十
歳
の
誕
生
日
が
過
ぎ
た
あ
る
日
、

マ
ー
テ
ィ
ン
は
ホ
テ
ル
の
同
僚
の
出
資
を

得
て
、
閉
館
す
る
小
さ
な
博
物
館
を
買
取

り
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
開
業
す
る
。
客
が

何
を
求
め
て
い
る
か
を
見
抜
く
彼
の
想
像

力
は
こ
こ
で
も
威
力
を
発
揮
し
、
店
は
成

功
を
収
め
、
マ
ー
テ
ィ
ン
は
次
々
に
支
店

を
増
や
し
て
い
く
。

そ
ん
な
頃
、
家
を
出
て
北
の
郊
外
の
ホ

テ
ル
に
住
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
マ
ー
テ
ィ

ン
は
そ
こ
で
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
家
の
未
亡
人
と

そ
の
二
人
の
娘
と
知
り
合
う
。
人
あ
た
り

ピ
ュ
リ
ツ
ァ
ー
賞
受
賞
作

の
よ
い
夫
人
と
頭
の
回
転
の
速
い
妹
娘
。

だ
が
マ
ー
テ
ィ
ン
が
惹
か
れ
た
の
は
い
つ

も
夢
見
る
よ
う
に
物
憂
げ
な
姉
娘
の
ほ
う

だ
っ
た
。
彼
女
た
ち
と
家
族
の
よ
う
に
つ

き
あ
い
な
が
ら
、
マ
ー
テ
ィ
ン
は
さ
ら
に

大
い
な
る
夢
の
実
現
へ
と
突
き
進
ん
で
い

く
…
…

（
四
六
判
　
二
八
二
頁
　
本
体
二
〇
〇
〇

円
）

【
Ｕ
１
０
５
８
】「
旅
の
な
か
の
旅
」

山
田
稔
﹇
著
﹈

「
日
程
も
組
ま
ず
、
宿
も
定
め
ず
に
あ
る
日
ふ

ら
り
と
旅
に
出
か
け
る
。
そ
の
自
由
さ
と
不
安

な
気
分
と
が
、
お
そ
ら
く
わ
た
し
に
と
っ
て
旅

の
魅
力
の
大
半
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
」

と
は
冒
頭
の
一
節
。

実
際
、
本
書
に
は
「
珍
し
い
風
習
」
や
「
旅

の
ロ
マ
ン
」
は
な
い
。
し
か
も
、「
元
来
旅
行

好
き
ど
こ
ろ
か
、
不
精
者
の
自
分
の
尻
に
ぴ
し

り
ム
チ
を
当
て
る
」
…
…
そ
ん
な
気
持
ち
で
、

シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
ひ
と
つ
肩
に
か
け
て
の
気

ま
ぐ
れ
な
ひ
と
り
旅
は
、
と
き
に
さ
び
し
く
、

な
に
か
と
気
苦
労
の
絶
え
な
い
出
来
事
の
連
続

だ
。

ギ
リ
シ
ア
の
海
辺
で
、
モ
ロ
ッ
コ
の
古
都
で
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
民
宿
で
、
つ
ぎ
つ
ぎ
起
こ

る
笑
い
と
珍
事
。
未
知
の
人
と
出
会
う
喜
び
、

別
れ
の
悲
し
み
…
…
二
度
と
会
う
こ
と
は
な
い

と
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
は
か
な
く
、
懐

か
し
く
、
忘
れ
が
た
く
な
る
思
い
が
、
軽
妙
洒

脱
に
つ
づ
ら
れ
る
。

『
幸
福
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
』『
ス
カ
ト
ロ
ジ
ア
』

『
コ
ー
マ
ル
タ
ン
界
隈
』
の
作
家
が
、
パ
リ
に

滞
在
し
て
い
た
二
年
間
、
光
と
海
と
霧
を
求
め

て
出
か
け
た
旅
を
追
想
す
る
、
傑
作
エ
ッ
セ
イ
。

（
新
書
判
　
三
三
四
頁
　
本
体
一
二
〇
〇
円
）

【
Ｕ
１
０
５
９
】「
お
し
ゃ
べ
り
心
理
学
」

小
西
聖
子
﹇
著
﹈

人
生
は
ス
ト
レ
ス
の
連
続
。

仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
、
大
切
な

人
と
別
れ
た
り
、
な
に
か
を
失
っ
た
り
、
あ
る

い
は
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
夫
か
ら
暴
力
を
受
け
た

り
…
…
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
私
た
ち
の
ま
わ
り
は

「
変
な
も
の
」
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
る
。

何
度
リ
セ
ッ
ト
し
て
も
、
殺
さ
な
い
で
ほ
し

い
と
は
哀
願
し
な
い
ゲ
ー
ム
の
主
人
公
。
筆
舌

に
尽
く
し
が
た
い
試
行
錯
誤
の
末
に
、
よ
う
や

く
使
い
方
が
分
か
っ
て
も
、
ひ
と
こ
と
も
誉
め

て
く
れ
な
い
パ
ソ
コ
ン
。
ど
ん
な
気
持
ち
で
選

択
し
て
も
、
ど
ん
な
理
不
尽
な
こ
と
を
し
て
も
、

同
じ
よ
う
に
反
応
す
る
機
械
た
ち
…
…
。
こ
れ

で
は
変
に
な
ら
な
い
ほ
う
が
お
か
し
い
く
ら
い

だ
。本

書
は
、
犯
罪
被
害
者
の
救
済
で
は
第
一
人

者
で
あ
る
著
者
が
、
ス
ト
レ
ス
の
原
因
で
あ
ろ

う
不
快
や
心
配
ご
と
、
そ
の
対
処
の
仕
方
な
ど

を
、
や
さ
し
く
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
し
て
く
れ
る

も
の
で
す
。

こ
の
本
を
読
ん
で
、
ち
ょ
っ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
新
書
判
　
一
七
五
頁
　
本
体
八
八
〇
円
）

文
庫
ク
セ
ジ
ュ

フ
ラ
ン
ス
国
王
と
セ
ー
ヌ
河
と
の
娘
―
―
パ

リ
は
「
世
界
で
最
も
完
璧
な
町
」
と
し
て
歴
史

を
育
ん
で
き
た
。
本
書
は
、
パ
リ
市
民
の
政
治

動
向
が
、
い
か
に
「
町
づ
く
り
」
に
反
映
さ
れ

て
い
た
か
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
都
市
空
間
の

変
遷
と
、
各
時
代
の
個
性
的
な
表
情
と
を
、
手

際
よ
く
、
わ
か
り
や
す
く
、
展
望
し
て
み
せ
て

く
れ
る
。
あ
な
た
の
パ
リ
旅
行
を
豊
か
に
す
る

た
め
の
一
冊
だ
。

新
進
気
鋭
の
歴
史
学
者
で
あ
る
著
者
は
、
フ

ラ
ン
ス
近
現
代
政
治
史
の
専
門
家
と
し
て
の
面

目
躍
如
た
る
執
筆
姿
勢
を
と
り
、
本
書
に
お
い

て
、
十
九
世
紀
以
降
の
記
述
に
全
体
の
五
分
の

三
を
費
や
し
て
い
る
。
百
年
戦
争
期
に
お
け
る

エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
マ
ル
セ
ル
に
つ
い
て
、
全
体

の
紙
幅
に
比
し
て
丁
寧
な
扱
い
を
与
え
て
い
る

の
も
特
長
的
だ
。

な
お
巻
末
に
は
、
日
本
版
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

「
地
名
索
引
」（
建
造
物
・
街
路
・
地
区
・
地
域
）

を
付
し
、
重
要
な
事
項
に
は
解
説
を
も
加
え
た
。

（
小
林
茂
訳
　
新
書
判
　
一
九
〇
頁
　
本
体
九

五
一
円
　
７
月
下
旬
発
売
）

【
Ｑ
８
５
３
】「
パ
リ
の
歴
史
新
版
」イ
ヴ
ァ
ン
・
コ
ン
ボ
ー﹇
著
﹈

白
水

ブ
ッ
ク
ス
…
…
…
…
…
エ
ッ
セ
イ
の
小
径

『
イ
ン
・
ザ
・
ペ
ニ
ー
・
ア
ー
ケ
ー
ド
』

﹇
白
水
Ｕ
ブ
ッ
ク
ス
１
２
３
﹈

（
新
書
判
）
本
体
９
５
０
円

『
三
つ
の
小
さ
な
王
国
』

﹇
白
水
Ｕ
ブ
ッ
ク
ス
１
３
７
﹈

（
新
書
判
）
本
体
９
８
０
円

（
単
行
本
）
本
体
２
０
０
０
円

柴
田
元
幸
訳
・
ミ
ル
ハ
ウ
ザ
ー
の
本

【
カ
フ
カ
小
説
全
集
・
全
６
巻
】

…
…
…
…
全
巻
内
容
…
…
…
…

池内紀［個人訳］

画期的な新校訂版全集
ついに完結！

⑥
掟
の
問
題
ほ
か

四
六
判
　
六
二
〇
頁

本
体
四
三
〇
〇
円
　
７
月
末
日
発
売

【カフカ小説全集・全６巻】

白 水 社 の 本 棚
101-0052 東京都千代田区神田小川町3-24／振替00190-5-33228／電話03-3291-7811／http://www.hakusuisha.co.jp

す
ぐ
れ
た
映
画
批
評
家
に
し
て

小
説
の
読
み
手
で
あ
る
著
者

が
、
内
外
の
シ
ナ
リ
オ
を
引
用

し
な
が
ら
、
文
学
の
中
に
映
画

を
読
み
、
映
画
の
中
に
文
学
を

観
る
楽
し
み
を
語
る
。

書物復権【今回のテーマ】

2 0 世紀の「秋」――7 0 年代の豊かな果実

初版1976年／四六判／346頁
■本体3800円

初版1977年／四六判／352頁
■本体4500円

初版1975年／四六判／362頁
■本体4200円

初版1976年／四六判／342頁
■本体4500円

初版1975年／四六判／525頁
■本体5300円

ワ
ー
グ
ナ
ー
と
ニ
ー
チ
ェ
の
生

涯
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
豊
富
な
資

料
を
も
と
に
彼
ら
の
《
友
情
と

離
反
》
を
十
九
世
紀
後
半
の
精

神
史
の
な
か
に
再
現
し
た
な
ま

な
ま
し
い
記
録
。

ワ
ー
グ
ナ
ー
と
ニ
ー
チ
ェ

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
＝

デ
ィ
ー
ス
カ
ウ
﹇
荒
井
秀
直
／
訳
﹈

ジ
ョ
イ
ス
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』、

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー『
罪
と
罰
』

な
ど
九
編
の
小
説
の
内
部
に
あ

る
力
を
摘
出
し
、
そ
こ
か
ら
小

説
の
構
造
を
照
ら
し
出
す
論

集
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
小
説
論

Ｒ
・
Ｐ
・
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
﹇
篠
田
一
士
／
監
訳
﹈

九
人
の
思
想
家
の
連
続
講
演
か

ら
成
る
「
今
日
の
哲
学
的
人
間

学
」
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
ヤ
ス
パ

ー
ス
の
論
稿
を
加
え
て
、
哲
学

的
人
間
学
の
成
果
と
問
題
点
を

鳥
瞰
す
る
。

現
代
の
哲
学
的
人
間
学

ボ
ル
ノ
ウ
、プ
レ
ス
ナ
ー
他
﹇
藤
田
健
治
他
／
訳
﹈

世
界
の
歴
史
と
思
考
の
歴
史
の

内
部
か
ら
人
間
の
力
と
弱
さ
を

見
る
こ
と
、
そ
れ
が
遊
星
的
思

考
で
あ
る
。
デ
リ
ダ
に
よ
る
形

而
上
学
の
脱
構
築
の
先
駆
を
な

す
論
集
。

遊
星
的
思
考
へ

コ
ス
タ
ス
・
ア
ク
セ
ロ
ス
﹇
高
橋
允
昭
／
訳
﹈

映
画
の
な
か
の
文
学
文
学
の
な
か
の
映
画

飯
島

正

《
書
物
復
権
》
は
、
岩
波
書
店
・
紀
伊
國
屋
書
店
・
勁
草
書
房
・
東
京
大
学
出

版
会
・
白
水
社
・
法
政
大
学
出
版
局
・
み
す
ず
書
房
・
未
來
社
の
８
社
に
よ
る

共
同
企
画
で
す
。
毎
年
恒
例
の
共
同
復
刊
と
し
て
、
白
水
社
で
は
左
記
の
５
点

を
復
刊
し
ま
す
。
各
社
の
復
刊
書
目
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
協
力
書
店
に
配
布

さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
し
く
は
白
水
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
最
終
巻

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

『
月
刊
白
水
社
』創
刊
！

新
刊
情
報
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
か
ら
、
著
者
・
編
集
者
の
言
葉
、
さ
ま
ざ
ま
な
読
み
物
ま
で
、

白
水
社
の
本
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
に
は
必
ず
役
立
つ
楽
し
い
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

（「
ま
ぐ
ま
ぐ
」
の
配
信
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
無
料
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
す
。）

登
録
手
続
き
は
小
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.h
aku
su
ish
a.co

.jp

の
登
録
フ
ォ
ー
ム
で
お
願
い
し
ま
す
。

第
５
巻
に
ひ
き
つ
づ
き
、
創
作
ノ
ー

ト
の
後
半
部
分
を
収
録
し
て
あ
り
、
本

巻
に
よ
っ
て
完
結
と
な
る
。



誰
に
で
も
豊
か
な
表
現
力
が
身
に

つ
く
レ
ッ
ス
ン
方
法
を
解
説
し
て

い
る
。
前
出
の
齋
藤
氏
も
大
絶
賛
。

ち
ゃ
ん
と
身
に
つ
け
る
と
一
晩
歌

い
続
け
て
も
声
が
嗄
れ
る
こ
と
は

な
い
と
い
う
か
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
フ

ァ
ン
に
も
お
す
す
め
だ
。

▼
本
紙
の
継
続
送
付
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
愛
読
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
お
願
い
】

▼
住
所
表
記
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
ら
、
御
名
前
、
新
住
所
・
旧
住

所
、
お
届
け
い
た
し
て
お
り
ま
す

本
紙
の
お
客
さ
ま
コ
ー
ド
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
今
、「
日
本
語
」
本
が
ブ
ー
ム
に

な
っ
て
い
る
。
火
付
け
役
と
な
っ

た
の
は
齋
藤
孝
氏
の
『
声
に
出
し

て
読
み
た
い
日
本
語
』（
草
思
社
刊
）

で
、
１
０
０
万
部
を
越
え
る
大
ヒ

ッ
ト
。
こ
の
本
に
ひ
っ
ぱ
ら
れ
る

よ
う
に
「
日
本
語
」
に
関
す
る

様
々
な
本
が
出
版
さ
れ
、
書
店
店

頭
を
賑
わ
し
て
い
る
。

小
社
よ
り
４
月
に
刊
行
さ
れ
た

鴻
上
尚
史
氏
の
『
発
声
と
身
体
の

レ
ッ
ス
ン
』
は
、
日
本
語
を
正
し

く
話
す
た
め
の
必
読
書
だ
。
俳
優
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
っ
た
プ
ロ
だ

け
で
は
な
く
、
教
師
や
営
業
マ
ン

の
よ
う
な
、
人
前
で
話
す
す
べ
て

の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

営

　

業

　

部

　

だ

　

よ

　

り

モ
ー
ニ
ン
グ
娘
。
を
は
じ
め
、

ア
イ
ド
ル
歌
手
の
低
年
齢
化
に

と
も
な
い
、
芸
能
界
デ
ビ
ュ
ー

を
夢
見
る
若
年
層
に
向
け
て
、

も
っ
と
も
ら
し
い
、
具
体
的
な

文
章
指
南
が
行
な
わ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。

『
芸
能
マ
ス
コ
ミ
養
成

全
ガ
イ
ド
』
と
い
う

本
を
読
ん
で
、
履
歴

書
の
書
き
方
指
導
の

面
妖
さ
に
驚
い
た
。

15
歳
の
歌
手
志
望
の

女
の
子
が
書
い
た
と
お
ぼ
し
き

履
歴
書
を
も
と
に
、
書
き
方
の

悪
い
例
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

〈
途
中
で
筆
記
具
を
変
え
な
い
／

お
祭
り
の
「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」

な
ど
は
「
芸
歴
」
に
入
ら
な

い
／
イ
ラ
ス
ト
や
絵
文
字
な
ど

は
書
か
な
い
／
ひ
と
り
よ
が
り

な
記
述
は
し
な
い
／
ワ
ク
か
ら

は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
書
く
〉

と
い
っ
た
あ
た
り
は
、

ま
だ
微
笑
ま
し
い
の

だ
が
、
自
分
の
母
親

の
職
業
を
屈
託
な
く

記
し
た
15
歳
の
彼
女

へ
の
注
意
と
し
て
、

次
の
ご
と
き
文
章
が

載
っ
て
い
た
の
だ
。

〈「
レ
ジ
」
と
い
う
の
は
職
業
で

は
な
い
〉。
ご
も
っ
と
も
。
し
か

し
、〈「
パ
ー
ト
」
な
ど
の
よ
う

に
記
入
す
る
〉
と
い
う
助
言
も
、

い
か
が
な
も
の
か
。

本の十字路
フ
ラ
ン
ス
語
で
こ
う
し
た
語
法

や
修
辞
の
こ
と
が
問
題
に
な
る
と

最
後
に
頼
る
べ
き
も
の
は
決
ま
っ

て
い
た
。
朝
倉
『
フ
ラ
ン
ス
文
法
事

典
』
で
あ
る
。
長
年
学
習
者
の
疑
問

に
答
え
て
き
た
こ
の
名
著
は
、
新

資
料
を
大
幅
に
加
え
綿
密
に
再
構

成
さ
れ
、『
新
フ
ラ
ン
ス
文
法
事
典
』

と
し
て
近
々
お
目
見
え
す
る
。
厖
大

な
フ
ラ
ン
ス
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
も
当
然
反
映
さ
れ
て
い
る
。
読

者
に
対
し
て
不
遜
な
言
葉
遣
い
か

も
し
れ
な
い
が
、「
買
わ
な
い
方
が

わ
る
い
」
と
言
い
た
く
な
る
一
冊
で

あ
る
。

（
Ｎ・Ｋ
）

「
買
っ
た
方
が
よ
い
」
と
「
買
わ

な
い
方
が
わ
る
い
」
の
発
言
趣
旨

は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
ろ
う
。「
品
質
も

よ
く
安
い
の
で
」
を
前
に
補
う
と

は
っ
き
り
す
る
。
否
定
の
否
定
は

結
局
肯
定
な
の
だ
か
ら
。
し
か
し

情
動
面
へ
の
訴
え
か
け
で
は
後
者

が
優
る
。
人
に
よ
っ
て
は
「
押
し

つ
け
が
ま
し
さ
」
さ
え
感
じ
る
か

も
知
れ
な
い
。
こ
の
あ
た
り
の
感

じ
方
は
母
国
語
で
も
一
概
に
断
定

で
き
な
い
。
言
語
学
者
な
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
に
訴
え
る
。

編

集

メ

モ

「話すためのイタリア語（ＣＤ付・新装版）」 高田和文［著］

本書のねらいはあくまでもイタリア語が話せるようになること。イタリア旅行の
際に必ず使う基本的な表現を、現実の場面ですぐに役立つ豊富な繰り返し練習を通
して学びます。会話力をつけたい人、イタリア旅行を直前に控えた方に最適。ＣＤ
つきにて発売。 ［２色刷］ 四六判　141頁　本体1700円　７月中旬発売

「タイ語の基礎」（ＣＤ付） 三上直光［著］

文字の読み方から文法の細則までを丁寧に解説した本格的な文法入門書です。「こ
の文字はなぜ発音しないのだろう」「子音文字が連続したときは複雑で分からない」
「簡単な会話はできるけど、もっと語学力をレベルアップしたい」……そんな不満や
要望にすべてお応えします。発音篇はもちろんのこと、文法篇の基本文例もＣＤに
収録されていますので、発音練習やヒアリングにもうってつけです。語学力アップ
を目指す読者にお薦めの一冊！　　　 A５判　310頁　本体4300円　７月下旬発売

「中国人の生活を知る中国語入門」（ＣＤ付） 輿水優［著］

入門編（中国人の１日の生活）、初級編（１年の生活）、中級編（中国人の一生）
の３つのステップで構成。中国人の生き方、考え方の一端が理解できる対話や文章
で中国語を学んでいきます。各課は、詳細な語句説明、訳文、わかりやすい文法解
説からなり、また、ことばと文化に対する知識を深めるためのコラムも設けてあり
ます。しっかりポイントを押さえながら、１冊で入門から中級レベルまで学びたい
人に特におすすめです。 ［２色刷］A５判　147頁　本体2400円 ７月中旬発売

スウェーデン語 横山民司［著］

【２色刷】148頁 本体2300円 ７月下旬発売

ＣＤ
ベストセラーの入門書シリーズ《エクスプレス》にＣＤが付きました！

速く着実に「読み・書き・話す」ための
基礎がマスターできると大好評。語学
の白水社が贈る、入門書の決定版！

台湾語 村上嘉英［著］

【２色刷】145頁 本体2400円 ７月下旬発売

ロシア語 桑野隆［著］

【２色刷】145頁 本体1900円 ７月下旬発売

フィンランド語 松村一登［著］

157頁 本体2600円［ＣＤ２枚］７月中旬発売

アラビア語 奴田原睦明・岡真理［著］

【２色刷】153頁 本体2500円 ７月中旬発売

中島由美［著］

セルビア語・クロアチア語
149頁　本体2500円

朝倉季雄［著］校閲：木下光一

新フランス文法事典
実際に話されたり書かれたりするフランス語には、辞書や参考書では用法の調

べがつかない表現がたくさん使われています。そのような語法の細部の問題点を、
具体的な例文を引いて解説し体系化した旧版は、長いあいだ「困ったときの朝倉
頼み」として厚い信頼を受け、愛用されてきました。本新版は、著者が新たに書
き下ろした膨大な原稿を元に、内外の研究成果を取り入れて編集され、現在望み
うる最高の内容を備えています。

「あなたにもできるフランス語通訳ガイド2 0 0 2年版」滑川明彦［著］

通訳試験案内と基礎トレーニング、日本文化の紹介、世界の国名から衣食住の語彙
集まで、もりだくさんのロングセラー、2002年版。平成13年まで５か年分の試験問題
と解答付き。日本語・フランス語ともに収録の別売テープ（各年度版共通）あり。ラ
ボ教材にも最適。 四六判　255頁　本体2600円　別売カセット本体4200円

「ふらんす夏休み学習号2 0 0 2」（ＣＤ付） ふらんす編集部［編］

この４月から始めたフランス語の基礎固めをしたい、もう一度スタ－トからやり
直したい、秋の〈仏検〉にチャレンジしたいという方にぴったりの練習帳です。各課
見開き２ページ構成で全16課。ＣＤの聴き取り問題もあわせ、目と耳から前期最初歩
の総復習ができます。無料添削学力試験付き。 Ｂ５変型　48頁　本体1238円

フランス語の学習・研究に欠かせない座右の書
『フランス文法事典』を全面改訂した待望の新版！

著者は2001年４月11日に亡くなられた。

享年91歳。その数年前まで書き続けてこら

れた『フランス文法事典』新版の原稿は、

200字詰めで５千枚を越える。1955年の刊行

以来、版を重ねながら，姑息な改訂は一切

施さず、いずれ全面的に書き直した新版を

出したいというのが著者の意図であった。

80年代に入ってからでも、『フランス文法ノ

ート』（81年）『フランス文法メモ』（84年）

『新スタンダード仏和辞典』（共著87年）、

『フランス文法論』（88年）と驚くほど豊穣

な著作活動が続いたが、その間にも著者が

絶えず気遣っておられたのは、実は、『フラ

ンス文法事典』新版のことであった（…）

木下光一
〈「新版」の校閲について〉より

菊判／6 0 9頁

本体7 8 0 0円
７月下旬発売

◎見出し語：
語彙と文法用語のアルファベット順

◎索引：
日本語キーワードのアイウエオ順

各Ａ５判

※価格は税別／Ｃ印は別売カセットです。 白 水 社 の 本 棚
101-0052 東京都千代田区神田小川町3-24／振替00190-5-33228／電話03-3291-7811／http://www.hakusuisha.co.jpあなたは、どんなきっかけからフランス語を始めようと思ったのですか？

白水社の入門書は、いろいろな動機に対応したいろいろなタイプがそろっています。

フランス語入門書案内

１ヶ月くらいの間に身につけたい

C Dエクスプレス　フランス語
筑紫文耀著　A5判 145頁 2色刷【C D付】■1600円

――というなら『CDエクスプレス　フランス語』。
簡単な会話ができるようになりたいけれど、や
っぱり文法を覚えないと不安だというごく平均
的な日本人にとっては最もおすすめ。

言いたいことをどんどん言ってみたい

コレクションフランス語①入門（改訂版）
曽我祐典他著　A5判 190頁 2色刷【C D付】■2000円

――というならこれ。クイズ感覚の練習問題を
こなしていくうちに、なんとか言いたいことを
言えるようになるはずです。もちろん最低限の
文法の解説もついています。

「星の王子さま」を原書で読んでみたい

フランス語のA BC
数江譲治著　B6判 274頁　■1600円／Ｃ2820円

――というような人は、やはり「文法」主体で勉強
を進めましょう。発売以来もっとも信頼されている
入門書の定番です。書き言葉主体のこの本を仕上げ
れば、辞書を片手に原書が読めるでしょう。

辞書を買わずに参考書だけで始めたい

フランス語を１２の３（改訂新版）
内藤陽哉・玉田健二著 A5変型 243頁 2色刷

――なんと辞書付きの入門書です。全編オリジ
ナルキャラのピエロ君が道案内、個人指導を受
けるように学べます。1,700語を収録の巻末基本
語辞典は、付録というにはあまりにも充実。

映画を観るようにビデオで学んでみたい

ビデオで入門フランス語ボンジュール・パリ
中山眞彦著 A5判 199頁 2色刷

――パリとトゥールのロケによるおしゃれな本格的
ビデオ独習教材。文字や音だけではとらえきれない
生きた言葉が目の前で繰り広げられ、いつのまにか
フランス語をくちずさむようになります。

音を聴きながら本腰を入れて文法を勉強したい

C D活用フランス語の入門
石野好一著　A5判 227頁 2色刷【C D付】■2200円

――待望のニュースタンダード登場。「なぜ？」
というところまで書いてあるので，読んで面白
く、自然に記憶に残ります。CDは電車の中で聞
くだけでも文法の骨格が頭に入るよう工夫。

文法がとっつきにくい。何とかならない？

コレクションフランス語③文法（改訂版）
西村牧夫他著　A5判 190頁 2色刷【C D付】■2100円

――面白おかしい挿絵で親しみやすく、穴埋め
方式で項目をひとつひとつこなしていくうちに、
文法が応用可能な生きた知識として自然に身に
ついていくという不思議な学習書。

授業に出なかったら分からなくなっちゃった…

3段階チェック式フランス語トレーニング・コース
斎藤昌三著 B5  136頁＋32頁 2色刷■2200円／Ｃ2820円

――だいじょうぶ。標準的な大学文法教科書を
想定して作られた参考書プラス問題集がありま
す。大きな版で見やすく整理された紙面、ぎり
ぎりまで要点をしぼった解説。

簡単な入門書を終えて，本格的な会話力を身につけたい

ヴォワ・エクスプレス日本版フランス語最短コース
A5判　284頁　4色刷　■2800円／別売CD（4枚）11280円

――クレ・アンテルナショナル社が開発した学習シ
ステムは、徹底的にパターン化した会話に臨場感あ
ふれる音源をちりばめ、飽きさせることなくパター
ンを血肉化します。ＣＤ４枚の効力は抜群。

■2300円
CD2820円
Ｃ2140円

■2300円
別売ビデオ6900円

Ｃ4280円


